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　災害発生時に迅速で適切な支援活動につなげるためには、関係機関による情報共有が必要とされる。令和
５年７月豪雨災害の際は、行政・社会福祉協議会・NPOの三者間で「情報共有・課題把握・支援体制強化」
を目的に情報共有会議（名称：秋田まるっと会議）の立ち上げを行った。会議では、各支援機関の支援状況
の共有や被災者の生活支援、健康面のケア、コミュニティ支援、支援団体への情報、ノウハウの提供、今後
の支援体制について協議を行った。災害以降、月１回のペースで現在も開催を継続している。（R8年 3月現
在 33 回開催）また、当時の反省を踏まえ、秋田市の助成金を活用しながら、「秋田まるっとネットワーク」
として、秋田市内の企業や団体にも連携体制に加わっていただくことで、今後の災害においてより早い復旧
復興につながるよう活動を継続している。これによって取り残される人のいない秋田市にしていくため、支
援連携強化を図っていくことを目的としている。

令和５年７月豪雨災害 秋田市域情報共有会議「秋田まるっと会議」の立ち上げ

　

【参加機関】
行政機関　秋田市／福祉保健部 福祉総務課地域福祉推進室
　　　　　　　　　総務部 防災安全対策課
                                都市整備部 都市総務課・住宅政策課
　　　　　　　　　財政部 資産税課
NPO等　　            NPO 法人あきたパートナーシップ、NPO法人あきた結いネット
　　　　　　　　　NPO法人蜘蛛の糸、秋田災害支援プロジェクト alecole
社会福祉協議会　　社会福祉法人秋田市社会福祉協議会

　災害から１年が経過し、生活再建に至っていない被災者に対して生活再建を推し進めるため「秋田市地
域支え合いセンター」の周知を目的とした、秋田市社会福祉協議会を会場に「まるっとフェス」を開催。
　秋田市から防災グッズの展示や公的支援制度の出張相談窓口が設けられた。特設ステージに出演した参
加者は、地域サロン「まるっとお茶っこ会」で余興を披露してくれている方々、個別訪問で知り合った方、
地域サロンの参加者をゲストに迎え余興を披露。そのほか、ハンドネイルの体験やカレーが振る舞われる
など参加者を喜ばせた。

「まるっとフェス」の開催　令和 6年 7月 28 日

【協賛】秋田市復興支援チーム、一般社団法人日本保険ネイリスト協会、日本赤十字秋田看護大学・日本赤
　　　  十字秋田短期大学、SeRV 秋田、NPO法人秋田育サポ ドリームエンジェル、株式会社寺沢工務店
　　　  有限会社柴田左官工業、Kazu Home、秋田災害支援プロジェクト alecole

NPO、社協、秋田市による秋田まるっと会議の様子

憧れのなまはげと太鼓のコラボ演奏 余興を楽しむ参加者 周知用ポスター
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地域支え合いセンター被災者支援連携体系図
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　◯初回訪問がどうしても詐欺ではないかと不審者に思われたこと。
　　チラシと名刺を渡し、時間をかけ丁寧に説明をした。
　◯公的支援制度の内容を噛み砕いて説明しても、住民の理解に至るまで時間を要した。
　　特に高齢者で身内がいない方、耳が遠い方への説明に苦労した。そうした方には、説明資料
　　で該当する部分にマーカーで色付けするなど工夫した。
　◯住民の要望に対して、「してあげられること」「してあげない方がよいこと」の判断が難しか
　　った。こうした悩む要望はスーパーバイザーやリーダーへ相談し、考えられるすべてのケー
　　スを想定しベストな答えに繋げていった。
　◯制度利用に消極的な方への説明として、1回の訪問でやめてよいかの判断が難しかった。
　◯家屋の自費修繕後の訪問となり公的支援制度を利用できない世帯も多かった。申請できない
　　ことはおかしいと感情的になる方もおり、修繕後も申請できる柔軟な制度であってほしいと
　　思った。
　◯店舗兼住家のお宅で店舗奥を寝室としていたが、水道等の設備がないため公的支援制度の対
　　象にならなかった。こちらのケースからも柔軟な制度であってほしい。
　◯大規模半壊でありながら、住民は高齢なため余生を考慮すると公的支援制度を利用してまで
　　家屋を修繕する必要性があるのか？といった制度利用に抵抗がある方への説明に苦労した。
　◯相談員の知識が不十分な状態で訪問をはじめたことから、住民からの質問への回答に苦労し
　　た。そこは、秋田市へ確認しながら知見を高めていった。
　◯秋田市や業者選定の依頼等は住民の前で電話をした。また、修繕の現場確認や見積もり取得
　　時は一緒に立ち会うなど、細かな対応を心がけた。

Q１　被災者支援をして「難しかった」、「苦労した」ことは何ですか

A１

　◯様々な場所で感謝の言葉をいただいたこと。
　◯訪問先で「待っていた」、「きてくれたの」と言って喜んでもらえたこと。
　◯サロン参加者で何度も会っているうちにやっと困りごとを話してくれた時は、つながってい
　　たことがよかったと思えた。
　◯自分の行動、発言で公的支援制度の利用に結びついたこと。
　◯賃貸住宅での被災者は大家の許可がないと応急修理制度の利用ができないため、申請を諦め
　　ていたが、大家との交渉や、秋田市担当課の協力もあり大家から一部修繕をしてもらい、被
　　災者生活再建支援金も申請に至ったことにやりがいを感じた。
　◯水害からの生活再建のみならず、家族に相談しにくいことや介護保険に至るまで、様々な困
　　りごと相談を受けた。「地域支え合いセンターがあるから私は大丈夫」という言葉に私も自信
　　をいただいた。

Q２　被災者支援をして「うれしかった」、「よかった」ことは何ですか

A２

生活相談員として被災者支援を振り返る
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　◯普段からつながりのある住民は早めの声がけや助けがあったことで、早期の生活再建につな
　　がっていた。隣近所とつながっていることの大切さを実感した。
　◯自身が住む地域を知ること。どこに何があるか、道路、マンホール、側溝がある場所、避難
　　場所、避難所の把握などが必要。
　◯災害後の復興過程で一時的な家財の置き場に利用できるなど、有事の際に空地の利用ができ
　　るような制度も必要だと思った。
　◯毎年変わる自治会役員への災害時の役割分担についての引き継ぎがうまく行われること。

Q３　災害への備えとして地域に必要なものは何だと考えますか

A３

　◯生活相談員にもある程度、介護保険制度をはじめとした福祉・行政へのつなぎ先の知識があ
　　れば多様な相談に迅速に対応できたと思う。
　◯つなぎ先の選択肢がもっとあればよかった。
　◯地域包括やケアマネ事業所、その他福祉事務所への協力要請や生活相談員の支援活動内容を
　　事前に共有しておくことで連携がもっとスムーズに行えたと思う。
　◯kintone などのシステムの使用をためらわないで、もっと積極的に使用すればよかった。
　◯被災者が高齢世帯であれば、生活相談員が息子・娘になったつもりで寄り添い伴走する気持
　　ちが大切。

Q４　活動の中で、こうしておけばよかったと思うことはありますか

A４
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　　　第３章　秋田市地域支え合いセンターの成果と課題

社会資源を活用した包括的支援体制の効果

　地域支え合いセンターは、国が提唱する重層的支援体制整備事業の高齢・障がい・子ども・生活困窮と
いった分野の枠や縦割りを越えて、複雑・複合化した生活課題を抱える住民や世帯を一体的に支援する構
図を描きながら、包括的支援体制の構築を目指して２年５ヶ月間、被災者生活再建の拠点として役割を果
たしてきた。被災者支援を行う中で、「誰ひとり取り残さない」を合言葉に地域への訪問を行ってきたが、
限られた人数と時間の中で全被災世帯への個別訪問を行い要援護世帯の支援に注力できた。
　また、行政内部局横断による復興支援チームとの連携から公的支援制度をはじめとするNPO団体や弁
護士会といった各関係団体と支援方法を検討し実践してきたことは、今後、さらに高齢化が進む秋田にとっ
て地域住民を包括的に支援した取組みは、引き継がれながらも成功と失敗を生かし、より良い支援につな
げていくことが重要となる。

成　果

① 被災者との関係の構築（アウトリーチの効果）
　・1度会っただけでは心を開いてくれない。信頼を得るまでに時間を要するが、訪問を繰り返すこ
　　とで信頼が築かれ、被災者に認められてはじめて、困りごとを話してくれるようになった。
　　※訪問の平均回数は 1世帯あたり 2.7 回、多い世帯では 40 回を超えた。
② 地域コミュニティの再構築
　・地域サロンや交流イベントを企画・運営することで、住民同士が自然に顔を合わせる場所が生ま
　　れた。これにより、被災地や過疎化が進む地域でもコミュニティの崩壊を防ぐことができた。
　　また、住民同士が主体となり閉所後も継続的に開催している。
③ 多機関とのシームレスな連携
　・秋田市復興支援チームとの情報共有会議というプラットフォ
　　ームがあったことで早期の支援につながった。どのような悩
　　みでもまずは受け止め、世帯全体の課題をまるごと把握した。
　　地域支え合いセンターが、行政、地域包括支援センター、ボ
　　ランティア団体などのパイプ役となり、住民の複合的な課題
　　を適切な専門機関へつなげた。
④ 地域共生社会につながる自立支援
　・被災者の中で、生活相談員の言葉により背中を押され、亡き
　　夫との夢を実現させた方がいる。水害直後に夫が倒れ亡くな
　　った。悲しみに暮れる毎日だったが、見守り訪問をする中で
　　聞いた悩み事が夫との夢であった食堂をオープンさせること
　　だった。生活相談員が掛けた言葉が胸に刺さった。その後、
　　お店をオープンさせ地域に根ざしたお店として繁盛している。
　　次にはじめた子ども食堂も夫とのもう一つの夢だった。被災
　　者支援から「支える側」と「支えられる側」という垣根を超
　　えて、本当の「自立」が生まれ、その地域で生きがいを感じ
　　ている。自然に「地域共生社会」の輪が広がっている。 河北新報 令和 8 年 1 月 5 日号 掲載より



① 平時からの要援護者等の把握

今後に向けた課題

　近年では、災害VCの社会的認知が進み、全国各地で大規災害が発生した際には、それぞれの市町村
に設置されている「社会福祉協議会＝社協」が、その運営を担う存在として理解されてきている。
   また、災害による被害が大規模になるケースも増えていることから、災害VCと地域支え合いセンタ
ーを併設して運営することも珍しくなくなってきた。被災地での力強い災害支援を展開していくには、
「社協」の法人としての経営基盤やマネジメント能力・ガバナンス機能などの強化が求められる。
　しかしながら、災害VCや地域支え合いセンターの運営母体となる秋田市社会福祉協議会の体制は決
して盤石とはいえない。また、本来業務を抱えながら災害VCや地域支え合いセンターを運営しなけれ
ばならないという側面があることから、長期間の災害VCや地域支え合いセンターの運営は、本来業務
に相当な支障が生じた。

課　題

② 被害状況や被災者の情報共有
　・災害発生後にリアルタイムで行政と情報共有することが少なかった。保健師や地域包括支援センタ
　　ーなども要援護者の訪問を行っていたが、相互に被災世帯の訪問記録が共有されることなく各機関
　　が同じ世帯を訪問し、被災から「なぜ同じ話を何回もしなければならないのか」と言われる場面も
　　あった。被災者にとって何が優先されるべきかを考えると、効率的な情報共有の仕組みが必要であ
　　る。そのためには、被災者台帳の整備やシステム導入による情報共有の構築が必須である。

③ 包括的支援体制の必要性
　・地域支え合いセンターでは、被災世帯に個別訪問（アウトリーチ）を実施する中で、潜在的に課
　　題を抱える世帯を把握してきたが、こうしたケースは被災地域以外でも相当数あることが容易に
　　想像できる。
　　　しかし、地域支え合いセンターですべての課題を解決することは不可能である。だからこそ、
　　寄り添い伴走型で信頼関係を徐々に築きながら課題を丁寧に把握し、専門機関などにつなぎ、分
　　野横断的に連携して対応することが必要となる。地域サロンの開催をはじめとする地域支援を行
　　ってきたことを含め、地域支え合いセンターが取り組んできたことを今後は災害に限らず幅広い
　　視点でアウトリーチや伴走型支援を継続していくためにも全面的な包括的支援体制の整備が必要
　　と考える。

・平時から障がいのある人、高齢者、孤立しがちな人を地域で包摂しておく（顔の見える関係を作
　っておく）ことで、災害が発生した際にも「誰がどこにいて、どんな助けが必要か」がすぐに分
　かり、迅速な避難支援や孤立防止につながる。また、災害リスクがどれほどあるか、防災力が備
　わっているか把握地域ごとのカルテを作成するなど、地域の現状の把握や見守り活動の実施、個
　別避難計画の作成による要援護者の把握が必要である。　※参照　P32  「秋田市の災害リスク検証データ」
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参考：秋田市の災害リスク検証データ
※令和 6年 10 月時点
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